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1 はじめに
近年, 視覚障がい者が駅ホームから線路へ転落する事

故が後を絶たない. ホームドアなどの転落防止設備が設
置されつつあるが, 確実な事故防止には人手による支援
が不可欠である. そのため, 視覚障がい者の所在を把握
し, 早期に支援を行うサービスが求められている. この
ようなサービスの提供には駅構内などに設置されている
監視カメラ映像から視覚障がい者を検出する必要がある.

そのために我々は, 白杖を検出することで, 白杖を保持
する視覚障がい者（白杖利用者）を発見することにした.

一般に, 物体検出は画像内を探索することで実現され
る. この時, 画像全体を探索すると, 誤検出の可能性が増
すという問題がある.

そこで本発表では白杖の性質に着目した探索法を提案
する. 具体的には,（1）白杖を振り得る範囲に限定した
探索範囲の絞り込みを行い，（2）白杖の形状に応じた
検出枠を利用することで， 白杖利用者の高精度な検出
を実現する.

2 提案手法
白杖利用者は障害物を発見するために, 白杖を前方に

向けて左右に振る. そのため, 白杖は白杖利用者の前方
の手首を中心とした一定の角度の範囲内に存在すると考
えられる. そこで, 人物の向き（前後左右 4方向）ごと
に， 白杖の探索範囲をその振り得る範囲内に限定する．
まずOpenPose[1]により入力画像中の人物の関節点を

検出し, 検出した関節点の位置関係に基づいて各人物の
向きを推定する. 次に, 白杖を振り得る範囲内で, 手首
を中心に, 検出枠を回転しながら検出処理を実行するこ
とで, 白杖を検出する. 検出枠は白杖の形状に合わせて
細長い矩形とし, 人物の大きさに合わせて大きさを正規
化する. 検出は, 事前に人物の向きごとに構築した検出
器を用いる. 検出器の構築には SVMを利用し, 特徴量
として HOG特徴量 [2]を使用する. 人物の向きに応じ
た検出器で各検出枠のスコアを算出し, 最大値がしきい
値を超えた場合, そのスコアを持つ検出枠を検出結果と
する.

3 実験
提案手法の有効性を確認するために, 白杖検出に関す

る評価実験を行った. 探索範囲の絞り込みを用いる提案
手法と画像全体を探索する手法とを比較した.

学習データには, 屋内で撮影した単独の白杖利用者お
よび所持物なしの一般歩行者画像を用いた. 正事例とし

表 1 白杖検出の実験結果（検出成功率 [%]）

前 後 左 右 平均

総フレーム数 1,297 1,423 1,480 1,438 1,409.5

絞込み（提案） 88.66 8.71 68.85 71.42 58.66

全探索（従来） 0.62 0.00 0.016 0.00 0.18

(a)正事例 (b)負事例
図 1 学習画像例 図 2 検出成功例

て白杖利用者画像から切り出した白杖画像（図 1（a））
を, 負事例として一般歩行者画像の手首周辺から切り出
した画像（図 1（b））を用いた. 評価データには, 屋内
で撮影した単独の白杖利用者映像を各向き 7本ずつ使用
した. 評価指標は総フレーム数に対する, 白杖の検出に
成功したフレームの割合とした. 検出は白杖の半分以上
の部分が検出結果の検出枠に含まれていた場合に成功と
した. 画像の右方向を 0度とすると, 探索範囲は前また
は後向きの時は 200～340度, 左向きのときは 210～285

度, 右向きの時は 255～330度の範囲とした. また, 検出
枠は 5度刻みで回転させた.

表 1に実験結果を,図 2に検出成功例を示す. 実験結果
から, 探索範囲の絞込みによる精度向上を確認した. し
かし, 後向きの検出率が他の向きよりも非常に低くなっ
た. これは, 後向きの検出器の学習画像には白杖の大部
分が白杖利用者の体で隠れた画像が多く含まれていたた
めと考えられる.

4 むすび
白杖に適した探索範囲の絞り込みを用いた白杖検出手

法について検討した. 今後は, 学習データの改善, HOG

特徴量以外の特徴量の使用などについて検討する.
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